








 

ビリルビンと血清アルブミン相互作用は,主として,結合数,吸収スペクトル,蛍光スペクト

ル測定などを用いて進められている。これらの測定では,ヒト血清アルブミン(HSA)とウシ

血清アルブミン(BSA)の間に大きな差はないが,円二色分散(CD)測定において,HSAとBSAの

結合ビリルビン(BR)による誘起コットン効果の符号が全く異なることが報告され(1.2),つ

いで結合 BR の構造と誘起コットン効果の符号についての理論解析が報告された(3)。ま

た,BRと BSA結合定数は脂肪酸/BSAモル比が1～5の間で大きくなり,5以上では,減少する

ことが報告されている(4)。 


